
乙 巳  （きのとみ）
　「乙」は草木を表し、芽吹きを待ってい

る状態を意味しています。そして「巳」

ですが、これは蛇を意味する文字で、蛇

は脱皮を繰り返しながら成長することか

ら、復活と再生の象徴でもあります。

　2025年は、この時のために学んできた

ことや努力の蓄積が一気に芽吹き、ぐん

ぐんと伸びるような勢いのある年と言え

るでしょう。

　今年一年が、東個協の皆様にとって素

晴らしい一年となりますように。

謹
賀
新
年

組
合
員
の
皆
様
に

組
合
員
の
皆
様
に

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
７
年
の
新
春
を
迎
え
、謹
ん
で
年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
、
支
部
の
役
職
員
の
皆
様
に
は
、
昨
年
一
年
間
、
本
組
合
の
運
営
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
一
昨
年
夏
ご
ろ
よ
り
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
解
禁
を
求
め
る
議
論
が
活
発
化
し
は
じ
め
、
一
昨

年
12
月
の
デ
ジ
タ
ル
行
財
政
改
革
会
議
に
お
い
て
、
①
「
タ
ク
シ
ー
事
業
者
が
運
送
主
体
と
な
っ

て
、地
域
の
自
家
用
車
・
ド
ラ
イ
バ
ー
を
活
用
し
、タ
ク
シ
ー
が
不
足
す
る
分
の
運
送
サ
ー
ビ
ス
を

供
給
す
る
制
度
の
創
設
」、
②
「
タ
ク
シ
ー
事
業
者
以
外
の
者
が
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
事
業
を
行
う
こ
と

を
位
置
づ
け
る
法
律
制
度
に
つ
い
て
、
６
月
に
向
け
て
議
論
を
開
始
」の
中
間
と
り
ま
と
め
が
な
さ

れ
ま
し
た
。①
に
つ
い
て
は
、昨
年
３
月
29
日
、国
土
交
通
省
よ
り
通
達
が
発
出
さ
れ
、タ
ク
シ
ー
事

業
者
の
管
理
の
下
、
自
家
用
車
活
用
事
業（
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
）が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。②
に
つ

い
て
は
、昨
年
５
月
31
日
、首
相
、行
政
改
革
担
当
大
臣
、国
土
交
通
大
臣(

い
ず
れ
も
当
時)

の
会
談

に
よ
り
、「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
新
法
の
法
整
備
に
つ
い
て
は
期
限
を
設
け
ず
６
月
以
降
も
検
討
」
と
一

時
延
期
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は
、配
車
ア
プ
リ
の
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、タ
ク
シ
ー
が
不
足
す
る
地
域
・

時
期
・
時
間
帯
と
不
足
車
両
数
を
算
出
し
、昨
年
４
月
、東
京
特
別
区
・
武
三
、京
浜
、名
古
屋
、京
都

で
、５
月
以
降
に
は
札
幌
、仙
台
、県
南
中
央（
埼
玉
）、千
葉
、大
阪
、神
戸
、広
島
、福
岡
の
計
12
地
域

で
順
次
開
始
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、
上
記
12
地
域
以
外
の
地
域
に
お
い
て
は
簡
便
な
方
法
で
不
足
車

両
を
算
出
し
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
と
し
、軽
井
沢
、金
沢
、富
山
、静
岡
、志
摩
、水
戸
、青

森
、
岐
阜
な
ど
で
運
行
を
開
始
し
て
い
ま
す
。ド
ラ
イ
バ
ー
数
、
稼
働
台
数
の
一
番
多
い
東
京
特
別

区
・
武
三
交
通
圏
で
は
４
月
以
降
10
月
４
週
ま
で
に
約
17
万
５
千
回
の
運
行
回
数
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
数
字
は
、
本
来
タ
ク
シ
ー
が
運
行
す
る
も
の
で
す
。東
京
で
は
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
７
時
台

か
ら
10
時
台
、金
曜
日
、土
曜
日
の
16
時
台
か
ら
19
時
台
、土
曜
日
の
０
時
台
か
ら
４
時
台
、日
曜
日

の
10
時
台
か
ら
13
時
台
が
タ
ク
シ
ー
不
足
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。組
合
員
の
皆
様
方
に
は
是
非
、
こ

れ
ら
の
時
間
帯
に
運
行
し
て
配
車
ア
プ
リ
を
１
件
で
も
多
く
取
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
新
法
の
法
整
備
に
つ
い
て
は
、自
民
党
の
総
裁
選
挙
、石
破
新
内
閣
の
誕
生
な
ど

で
一
時
落
ち
着
い
た
感
が
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、
衆
議
院
解
散
に
よ
る
総
選
挙
で
自
民
党
・
公
明

党
の
与
党
が
過
半
数
割
れ
と
な
り
、「
個
人
タ
ク
シ
ー
を
応
援
す
る
議
員
連
盟
」
の
議
員
の
中
で
も

落
選
し
た
議
員
が
お
り
ま
す
。今
後
の
政
局
の
混
迷
と
と
も
に
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
新
法
導
入
の
議
論

が
活
発
化
し
な
い
よ
う
注
視
が
必
要
で
す
。東
個
協
と
い
た
し
ま
し
て
も
引
き
続
き
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
新
法
導
入
に
反
対
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。組
合
員
の
皆
様
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
時
間
帯
な
ど
の
営
業

形
態
を
お
持
ち
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
タ
ク
シ
ー
不
足
時
間
帯
へ
少
し
シ
フ
ト
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、タ
ク
シ
ー
不
足
解
消
と
な
り
、世
論
か
ら「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
新
法
は
必
要
な
い
」と
言
わ
れ

る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
４
月
、「
個
人
タ
ク
シ
ー
が
抱
え
る
課
題
解
決
に
向
け
た
取
組
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
よ
る
令
和

６
年
度
の
個
人
タ
ク
シ
ー
特
例
許
可
の
参
入
枠
が
各
運
輸
局
か
ら
公
示
さ
れ
ま
し
た
。東
京
特
別

区
・
武
三
交
通
圏
で
は
４
３
３
枠
、南
多
摩
交
通
圏
で
は
４
枠
、北
多
摩
交
通
圏
で
は
５
枠
が
公
示

さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
対
し
昨
年
９
月
の
申
請
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
１
６
６
名
、
３
名
、
０
名
と
な
り

参
入
枠
を
埋
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。い
か
に
参
入
枠
を
埋
め
る
か
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
お
り
、
厳
し
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
７
月
の
個
人
タ
ク
シ
ー
試

験
よ
り
地
理
試
験
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。多
摩
地
区
を
含
め
た
東
京
で
は
２
１
８
名
の
申
請
が
あ

り
、
前
年
同
月
の
約
２
・
５
倍
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、
11
月
の
試
験
で
も
２
７
３
名
が
申
請
し
、
約

１
・
７
倍
と
申
請
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

法
人
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
も
不
足
し
、個
人
タ
ク
シ
ー
の
成
り
手
が
少
な
い
中
、各
支
部
に
お
か

れ
ま
し
て
は
申
請
者
を
集
め
、
譲
渡
譲
受
の
成
立
と
参
入
枠
を
埋
め
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。組
合
員
の
皆
様
に
は
、
法
人
タ
ク
シ
ー
時
代
の
後
輩
や
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
等
で
の
声
掛
け
、

「
地
理
試
験
廃
止
」
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
個
人
タ
ク
シ
ー
希
望
者
の
獲
得
に
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

個
人
タ
ク
シ
ー
の
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
に
つ
き
ま
し
て
は
、一
昨
年
12
月
末
に
国
土
交
通
省
よ

り
改
正
通
達
が
発
出
さ
れ
、
交
通
空
白
地
で
の
個
人
タ
ク
シ
ー
の
活
用
が
制
度
化
さ
れ
ま
し
た
。人

口
が
概
ね
30
万
人
以
上
の
都
市
を
含
ま
な
い
営
業
区
域
で
、
特
定
地
域
又
は
準
特
定
地
域
に
指
定

さ
れ
て
な
く
、
地
方
運
輸
局
長
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
個
人
タ
ク
シ
ー
の
許
可
等
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。75
歳
未
満
の
場
合
は
法
人
タ
ク
シ
ー
に
よ
る
運
行
管
理
、
又
は
個
人
タ
ク
シ
ー
団
体
と

の
連
絡
体
制
が
必
要
で
す
。75
歳
以
上
の
場
合
は
法
人
タ
ク
シ
ー
に
よ
る
運
行
管
理
体
制
が
必
要

で
す
。東
個
協
で
は
昨
年
の
通
常
総
代
会
で
定
款
改
定
と
賛
助
会
員
規
約
を
制
定
し
、
異
動
す
る
事

業
者
の
連
絡
体
制
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
交
通
空
白
地
等
へ
の
異
動
は
、
個
人
タ
ク
シ
ー
廃
業
後
、
新
規
許
可
申
請
を
行
っ
て
異
動

す
る
場
合
と
、
事
業
者
の
う
ち
に
営
業
区
域
に
係
る
事
業
計
画
変
更
認
可
を
受
け
て
異
動
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。全
個
協
で
は
事
業
計
画
変
更
に
よ
る
異
動
者
に
対
し
「
み
な
し
廃
業
」
の
規
定
を

挿
入
し
、
廃
業
餞
別
金
が
贈
れ
る
よ
う
に
改
正
し
ま
し
た
。ま
た
、
東
京
の
他
団
体
で
は
昨
年
８
月

に
千
葉
県
へ
事
業
計
画
変
更
に
よ
り
異
動
し
て
い
ま
す
。希
望
者
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
本

部
又
は
支
部
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、国
土
交
通
省
の
改
正
通
達
で
は
、定
年
制
の
な
い
事
業
者
の
譲
渡
年
齢
を
75
歳
未
満
か
ら

80
歳
未
満
と
緩
和
し
ま
し
た
。た
だ
し
、
譲
受
人
が
60
歳
以
下
で
あ
る
こ
と
の
条
件
が
付
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

昨
年
は
テ
レ
ビ
朝
日
と
の
契
約
を
結
び
、
事
業
者
に
良
い
報
告
が
で
き
ま
し
た
。今
年
は
お
客
様

の
要
望
で
電
子
化
が
進
み
、
請
求
書
と
従
来
の
紙
チ
ケ
ッ
ト
だ
け
で
は
な
く
電
子
チ
ケ
ッ
ト
を
導

入
し
よ
う
と
動
い
て
お
り
ま
す
。東
個
協
は
年
々
事
業
者
数
が
減
少
し
て
お
り
ま
す
が
、
燃
料
カ
ー

ド
、車
検
修
理
ロ
ー
ン
、Ｅ
Ｔ
Ｃ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
カ
ー
ド
と
い
っ
た
共
同
事
業
の
積
極
的
な
利
用
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加
に
よ
り
、タ
ク
シ
ー
需
要
は
上
向
い
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
個
人
タ
ク
シ
ー
は
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
状
態
が
続
い
て
お
り
ま
す
。さ
ら
に
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を

は
じ
め
新
た
な
課
題
も
多
く
あ
り
ま
す
。本
組
合
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
配
車
ア
プ
リ
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
機
器
の
導
入
等
、
タ
ク
シ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
質
や
安
全
性
の
向
上
の
た
め
設
備
投
資
を
進

め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、組
合
員
の
皆
様
に
は
、継
続
的
か
つ
適
切
な
個
人
タ
ク
シ
ー
経
営
を
維
持

し
な
が
ら
、今
後
も
一
層
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、個
人
タ
ク
シ
ー
に
と
っ
て
本
年
が
明
る
い
希
望
の
あ
る
年
に
な
り
ま
す
こ
と
と
、

組
合
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

東京都個人タクシー
協同組合

理事長

櫻井 敬寛

タ
ク
シ
ー
需
要
に
応
え
る
た
め
に

個
人
タ
ク
シ
ー
と
し
て
で
き
る
こ
と

令
和
７
年  

年
頭
所
感

期
間

年末年始安全総点検
実施中

令和６年１２月１０日から
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処
理
の
簡
素
化
が
期
待
さ
れ
、契
約

顧
客
の
管
理
部
門
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
も
多
い
。
ま
た
ア
プ
リ
へ
の

移
行
を
理
由
と
し
た
契
約
解
除
の

ケ
ー
ス
も
増
え
て
き
て
お
り
、顧
客

の
要
望
に
応
じ
た
電
子
チ
ケ
ッ
ト

の
導
入
を
提
案
す
る
。

・
対
象
組
合
員
、
チ
ケ
ッ
ト
事
業
参

加
組
合
員

・
組
合
員
換
金
手
数
料
、
電
子
決
済

取
扱
手
数
料
に
準
ず
る
（
税
込

３
％
）

・
運
用
開
始
日
、
令
和
７
年
２
月
12

日
午
前
９
時
予
定

　

理
事
よ
り
「
チ
ケ
ッ
ト
収
受
方
式

が
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
、ユ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ

ン
方
式
と
い
う
こ
と
で
紙
の
Ｐ
ａ

ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
と
同
じ
形
だ
と
思
う
が
、

２
枚
持
つ
と
い
う
こ
と
か
。１
枚
に

統
一
は
で
き
な
い
の
か
」と
い
う
質

疑
に
対
し
、櫻
井
理
事
長
よ
り
「
将

来
的
に
は
一
本
化
で
き
る
か
も
し

れ
な
い
が
、今
の
と
こ
ろ
そ
れ
ぞ
れ

別
に
２
枚
持
つ
と
い
う
こ
と
に
な

る
」と
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

質
疑
の
あ
と
採
決
し
、満
場
一
致

で
可
決
さ
れ
た
。

⑷
共
通
乗
車
券
取
扱
規
程
改
定
承

認
の
件

　

質
疑
は
な
く
採
決
し
、満
場
一
致

で
可
決
さ
れ
た
。

⑸
賞
罰
基
準
違
反
関
係
審
査
事
案

Ｂ
第
15
号
に
係
る
承
認
業
者
一

部
追
加
承
認
の
件

　

入
江
常
務
よ
り
「
国
土
交
通
省
の

マ
ッ
チ
ン
グ
デ
ー
タ
は
、Ｇ
Ｏ
、Ｓ
．

Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
、Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
、Ｄ
ｉ
Ｄ
ｉ

の
４
社
を
取
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
、利
用
者
の
利
便
、そ
し
て
最
近

Ｇ
Ｏ
の
配
車
減
少
に
よ
り
組
合
員

に
少
し
で
も
売
り
上
げ
が
上
が
る

よ
う
に
ア
プ
リ
の
選
択
肢
を
拡
げ

配
車
ア
プ
リ
承
認
業
者
の
２
社
追
加
が
決
ま
る

　

11
月
28
日
（
木
）午
後
１
時
よ
り
個
人
タ
ク
シ
ー
会
館
に
お
い
て
、令
和
６
年
度
第
４
回
理
事
会
が

理
事
39
名
全
員
の
出
席
を
み
て
開
催
さ
れ
た
。

令
和
６
年
度

第
４
回
理
事
会
の
あ
ら
ま
し

う
か
、内
容
等
か
ら
各
支
部
そ
れ
ぞ

れ
で
事
業
者
に
対
し
て
話
を
聞
き
、

注
意
を
行
う
と
い
う
形
で
指
導
を

や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。し
か
し
、今
後
は
本
部
で
も

う
一
度
考
え
て
み
た
い
と
思
う
」と

答
弁
が
あ
っ
た
。

経
理
部
報
告
事
項

　

大
野
常
務
が
資
料
に
基
づ
い
て

報
告
し
た
。

⑴
令
和
６
年
度
中
間
決
算
報
告
に

つ
い
て

⑵
事
務
手
数
料
等
の
支
払
い
予
定

額
に
つ
い
て

⑶
そ
の
他

・
役
員
の
社
会
保
険
料
に
つ
い
て

事
業
部
報
告
事
項

　

冨
田
常
務
が
資
料
に
基
づ
い
て

報
告
し
た
。

⑴
事
業
部
取
扱
い
業
務
利
用
状
況

（
８
月
・
９
月
・
上
半
期
）に
つ
い

て
⑵
令
和
６
年
度
上
半
期
共
済
給
付

一
覧
に
つ
い
て

⑶
東
個
協
指
定
色
追
加
（
ホ
ン
ダ
）

に
つ
い
て

色
名
：
ク
リ
ス
タ
ル
ブ
ラ
ッ
ク
パ
ー

ル
Ⅱ

色
番
号
：
Ｎ
Ｈ
９
４
５
Ｐ

⑷
そ
の
他

・
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群（
Ｓ
Ａ
Ｓ
）

リ
ス
ク
測
定
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
・
３
カ
メ
ラ
対
応
の
新
型
Ｆ
ｉ
ｒ
ｓ

ｔ
Ｖ
ｉ
ｅ
ｗ
に
つ
い
て

・
ト
ヨ
タ
車
の
ブ
レ
ー
キ
ア
ク
チ
ュ

レ
ー
タ
ー
の
無
償
修
理
に
つ
い

て

営
業
部
報
告
事
項

　

入
江
常
務
が
資
料
に
基
づ
い
て

報
告
し
た
。

⑴
営
業
部
活
動
報
告（
８
月
・
９
月
・

上
半
期
）に
つ
い
て

⑵
観
光
・
ロ
ケ
・
外
国
語
対
応
タ
ク

シ
ー
運
行
実
績
に
つ
い
て

⑶
外
国
語
電
話
サ
ポ
ー
ト
利
用
状

況
に
つ
い
て

⑷
令
和
６
年
度
上
半
期
電
子
決
済

収
支
明
細
書
に
つ
い
て

⑸
Ｇ
Ｏ
契
約
更
新
に
伴
う
更
新
辞

退
者
の
手
続
き
に
つ
い
て

　

①
Ｇ
Ｏ
か
ら
Ｓ
．
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
に

移
行
す
る
方
。
月
額
利
用
料
金

１
６
５
０
円
（
税
込
）。各
メ
ー
タ
ー

設
置
店
で
設
置
費
用
が
掛
か
る
。②

Ｇ
Ｏ
を
取
り
外
し
、
決
済
機
の
み

を
利
用
す
る
方
。
月
額
利
用
料
金

３
１
６
８
円
（
税
込
）。各
メ
ー
タ
ー

設
置
店
で
取
り
外
し
工
賃
が
掛
か

る
。た
だ
し
自
分
で
の
取
り
外
し
も

可
能
。返
却
物
は
支
部
経
由
本
部
ま

で
送
る
こ
と
。

⑹
無
線
配
車
運
営
要
領
改
訂
に
つ

い
て

⑺
東
京
観
光
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ

バ
ー
登
録
者
実
施
基
準
改
定
に

つ
い
て

⑻
そ
の
他

・
財
務
省
待
機
列
に
つ
い
て
の
苦
情

に
つ
い
て

・
Ｇ
Ｏ
端
末
交
換
に
つ
い
て

適
正
営
業
対
策
室
報
告
事
項

　

高
橋
専
務
が
資
料
に
基
づ
い
て

報
告
を
し
た
。

⑴
事
故
多
発
者
等
に
関
す
る
対
応

状
況
に
つ
い
て

総
務
部
審
議
事
項

　

石
田
常
務
が
資
料
に
基
づ
い
て

説
明
し
た
。

⑴
Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
サ
ー
バ
ー
シ
ス
テ

ム
（
Ａ
Ｓ
４
０
０
）
代
替
え
承
認

の
件

　

代
替
え
時
期
は
令
和
７
年
５
月

予
定
。

⑵
新
規
加
入
申
込
者
承
認
の
件

　

事
前
試
験
合
格
者
９
名
（
平
均
年

齢
54
歳
）。

　

そ
れ
ぞ
れ
質
疑
は
な
く
採
決
し
、

満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

法
務
部
審
議
事
項

　

水
野
副
理
事
長
が
資
料
に
基
づ

い
て
説
明
し
た
。

⑴
運
営
規
程
改
定
承
認
の
件

　

質
疑
の
あ
と
採
決
し
、満
場
一
致

で
可
決
さ
れ
た
。

事
業
部
審
議
事
項

　

冨
田
常
務
が
資
料
に
基
づ
い
て

説
明
し
た
。

⑴
防
犯
カ
メ
ラ
賃
貸
基
準
改
定
承

認
の
件

　

質
疑
は
な
く
採
決
し
、満
場
一
致

で
可
決
さ
れ
た
。

営
業
部
審
議
事
項

　

入
江
常
務
が
資
料
に
基
づ
い
て

説
明
し
た
。

⑴
営
業
用
車
両
入
替
購
入
承
認
の

件

　

質
疑
の
あ
と
採
決
し
、満
場
一
致

で
可
決
さ
れ
た
。

⑵
後
席
タ
ブ
レ
ッ
ト
未
装
着
者
の

ク
レ
ピ
コ
端
末
選
択
制
保
守
契

約
導
入
承
認
の
件

　

質
疑
の
あ
と
採
決
し
、満
場
一
致

で
可
決
さ
れ
た
。

⑶
日
立
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
電
子

チ
ケ
ッ
ト
導
入
承
認
の
件

　

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の
電
子
化

に
よ
り
、管
理
及
び
請
求
等
に
事
務

⑶
令
和
６
年
度
上
半
期
本
部
職
員

動
態
に
つ
い
て

⑷
マ
ス
タ
ー
ズ
制
度
支
部
別
参
加

率
に
つ
い
て

⑸
令
和
７
年
支
部
新
年
会
・
記
念
行

事
日
程
に
つ
い
て

⑹
令
和
６
年
度
上
半
期
常
任
理
事

会
報
告
・
審
議
事
項
に
つ
い
て

⑺
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
の
構

築
に
つ
い
て

　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
に
つ
い
て
。各
支
部

で
「
初
動
対
応
」部
分
を
作
成
で
き

る
よ
う
、素
案
を
作
成
し
、ひ
な
形

が
出
来
上
が
り
次
第
案
内
す
る
予

定
。

⑻
職
員
諸
手
当
規
程
一
部
改
定
に

つ
い
て

⑼
そ
の
他

・
在
籍
年
齢
一
覧

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
故
障
に
つ
い
て

質
疑
応
答
（
抜
粋
）

　

理
事
よ
り
①
「
羽
田
空
港
の
定
額

運
賃
に
つ
い
て
。最
近
羽
田
の
状
況

が
非
常
に
悪
い
。真
面
目
に
や
っ
て

い
る
事
業
者
や
利
用
者
利
便
を
考

え
る
と
乗
り
場
の
ル
ー
ル
の
改
善

が
急
務
だ
と
思
う
。タ
ク
シ
ー
セ
ン

タ
ー
等
に
も
う
少
し
踏
み
込
ん
だ

対
応
を
お
願
い
し
た
い
し
、定
額
に

は
運
用
面
で
い
ろ
い
ろ
な
問
題
点

は
も
う
既
に
見
え
て
き
て
い
る
と

思
う
。見
直
し
も
考
え
て
い
た
だ
き

た
い
」、
②
「
支
部
で
事
業
者
講
習

会
に
出
る
場
合
の
同
意
書
に
統
一

さ
れ
た
書
式
が
無
い
の
で
、本
部
で

櫻
井
理
事
長
挨
拶

（
関
係
団
体
報
告
）

１
．全
個
協
関
係

・
マ
ス
タ
ー
ズ
制
度
参
加
状
況
、
全

国
平
均
で
95
％
超
に
（
東
京
は

94
・
９
％
）。

・
韓
国
の
全
国
個
人
タ
ク
シ
ー
運
送

事
業
組
合
連
合
会
と
の
意
見
交

換
会
を
実
施
。

２
．関
東
支
部
関
係

・「
安
全
運
行
指
導
員
認
定
の
更
新

に
係
わ
る
『
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
・
運
行

管
理
者
一
般
講
習
』」を
12
月
５
・

６
日
開
催
予
定
。

３
．全
個
連
関
係

・
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
に
よ
る
異

動
事
業
者
へ
の
表
示
灯
に
関
す

る
取
扱
い
に
つ
い
て
。

４
．都
個
協
関
係

・
東
京
都
へ
の
要
望
に
つ
い
て
。燃

料
費
に
対
す
る
支
援
金
の
要
望

が
通
り
、
11
月
15
日
よ
り
支
援
金

の
申
請
が
開
始
。

・
車
検
の
受
付
期
間
の
延
長
に
つ

い
て
。来
年
４
月
以
降
、
車
検
証

の
有
効
期
間
満
了
日
の
「
２
か
月

前
」
か
ら
車
検
が
受
け
ら
れ
る
こ

と
に
。総

務
部
報
告
事
項

　

石
田
常
務
が
資
料
に
基
づ
い
て

報
告
し
た
。

⑴
組
合
員
加
入
・
脱
退
現
況
に
つ
い

て
⑵
関
東
運
輸
局
処
分
に
つ
い
て

・
運
営
規
約
第
12
条
の
２
（
加
入
の

承
諾
）

質
疑
応
答
（
抜
粋
）

　

理
事
よ
り
①
「
最
近
カ
ス
ハ
ラ

問
題
が
増
え
て
い
る
。対
策
と
し
て

定
款
の
変
更
で
可
能
な
こ
と
が
あ

る
と
ニ
ュ
ー
ス
で
見
た
が
、個
人
タ

ク
シ
ー
と
し
て
同
じ
こ
と
が
で
き

る
か
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
」、

②
「
お
客
様
要
望
カ
ー
ド
と
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
お
客
様
の
声
、こ
の
目
的

は
事
実
確
認
に
よ
る
利
用
者
の
利

便
向
上
だ
け
で
は
な
く
、東
個
協
を

選
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
改
善
策

を
講
じ
る
こ
と
だ
と
思
う
の
だ
が
、

現
状
は
い
つ
も
報
告
の
み
で
、改
善

の
方
に
全
く
注
力
さ
れ
て
な
い
。全

然
活
用
が
で
き
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
。
こ
の
状
況
を
打
破
す
る
、

良
く
し
よ
う
と
い
う
決
意
は
あ
る

の
か
」と
い
う
質
疑
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
に
対
し
水
野
副
理
事
長

よ
り
①
「
運
送
約
款
の
変
更
に
関

し
て
は
、令
和
２
年
に
変
え
て
い
る

が
、そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
防
止
に
つ
い
て
も
併
せ
て

入
れ
て
い
る
。コ
ロ
ナ
禍
に
入
っ
た

時
に
、車
内
に
お
け
る
マ
ス
ク
着
用

の
こ
と
も
あ
り
、東
京
の
個
人
タ
ク

シ
ー
の
事
業
者
全
体
の
中
で
78
％

の
方
が
変
更
し
て
い
る
。ま
だ
の
方

も
変
え
た
い
場
合
は
い
つ
で
も
す

ぐ
に
変
え
ら
れ
る
。一
番
大
事
な
の

は
と
に
か
く
冷
静
に
対
応
し
て
い

た
だ
い
て
、運
送
約
款
を
変
更
し
た

上
で
カ
メ
ラ
を
つ
け
て
証
拠
を
き

ち
ん
と
と
っ
て
お
く
こ
と
、と
い
う

形
で
ご
案
内
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

う
」、
櫻
井
理
事
長
よ
り
②
「
あ
く

ま
で
も
処
罰
す
る
よ
り
も
是
正
の

目
的
で
考
え
て
お
り
、苦
情
は
同
じ

事
業
者
に
何
回
も
来
て
い
る
か
ど

統
一
し
た
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
作
成

し
て
い
た
だ
き
た
い
」と
い
う
要
望

が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
に
対
し
櫻
井
理
事
長
よ

り
①
「
始
め
た
当
時
の
ル
ー
ル
が

守
ら
れ
ず
ク
レ
ー
ム
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
出
て
い
る
。

関
東
運
輸
局
や
支
局
等
の
集
ま
り

の
時
に
も
、様
々
な
方
向
で
考
え
て

話
し
合
っ
て
い
る
。少
し
時
間
を
い

た
だ
く
が
、改
善
で
き
る
よ
う
に
こ

れ
か
ら
も
話
し
合
っ
て
い
く
」、
②

「
総
務
で
作
ら
せ
て
い
た
だ
く
方
向

で
考
え
る
」と
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
　

法
務
部
報
告
事
項

　

水
野
副
理
事
長
が
資
料
に
基
づ

い
て
報
告
し
た
。

⑴
お
客
様
ご
要
望
カ
ー
ド
に
つ
い

て

　

令
和
６
年
度
上
半
期
の
総
受
領

件
数
は
１
２
２
件
（
う
ち
要
望
１

件
、苦
情
64
件
、感
謝
57
件
）。

⑵
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
お
客
様
の
声
」

に
つ
い
て

⑶
街
頭
指
導
に
つ
い
て

⑷
不
適
正
営
業
点
数
制
度
集
計
に

つ
い
て

⑸
本
部
預
か
り
組
合
員
に
つ
い
て

⑹
改
定
を
検
討
し
て
い
る
規
約
に

つ
い
て

・
運
営
規
約
第
６
条
（
役
員
の
専
任

義
務
）

・
運
営
規
約
第
12
条
（
組
合
員
の
資

格
要
件
）

（２）２０２５年（令和７年）１月１日　　　　　東　 個　 協　 ニ　 ュ 　ー 　ス 第５４８号



令和６年度 荒川区医療救護連携訓練
地域全体で災害に備える

　10月26日（土）午後2時より「荒川区医療救護連携

訓練」が行われ、区からの協力要請に応え、東個協

荒川支部有志3名が参加した。平成25年3月の荒川

区地域防災計画の修正に伴い、新たに活動体制を

整備した緊急医療救護所の開設運営及び傷病者の

搬送など応急医療対策として始まった実働訓練

は、今年で11年目となる。今年も昨年度に引き続き

防災関係機関と連携した訓練を実施し、計画修正

の実効性の検証を行った。

　参加した荒川支部は想定された状況に合わせ、

東京都立大学荒川キャンパスに設けられた緊急医

療救護所に到着を報告した後、傷病者の搬送のた

め大学正面門にて待機をし、指示に合わせて各病

院へ搬送を行った。

　救護所から個人タクシーの車内までの傷病者搬

送の際には、傷病者の名前や性別、搬送先などを確

認してから乗り込みを行うなど、訓練の内容が少

しずつ改善されているのが感じられた。参加者からは「傷病者のケガによっては車内への乗

り込みが難しいと感じた。傷病者を見てドライバーの方が先に動いてくれたので助かった」

という声が上がっていた。

荒川支部 角谷副支部長談　

「昨年より始まった、地域の病院や消防、地域の人々と行う実

践的な総合防災訓練に付随した医療救護訓練です。今年は前

回より少し規模を縮小し、5台体制で往復の搬送をすること

になっていますが、前回の反省を踏まえた訓練となっていま

すので、問題点や改善点があれば、これからも協力をしてい

きたいと思います。この様な大規模な訓練は継続していくこ

との大切さや難しさも抱えており、その点でも個人タクシー

ができることを考えていく場になればと思っています」

る
た
め
、そ
し
て
こ
こ
で
は
、賞
罰

に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

の
提
案
で
あ
る
」と
説
明
が
あ
っ

た
。議
案
に
は
多
く
の
意
見
が
寄
せ

ら
れ
た
。

〔
主
な
賛
成
意
見
〕

・
ア
ッ
プ
ル
ス
ト
ア
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
数
を
見
て
も
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
は
Ｇ

Ｏ
に
続
い
て
２
番
目
。し
か
も
Ｕ

ｂ
ｅ
ｒ
の
利
用
者
は
外
国
人
が

多
く
、Ｇ
Ｏ
、Ｓ
．Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
を
使

わ
な
い
層
を
取
り
込
め
る
。

・
法
人
か
ら
新
し
く
東
個
協
に
入
る

加
入
者
に
と
っ
て
も
、
東
個
協
は

４
つ
全
部
Ｏ
Ｋ
だ
と
い
う
こ
と

は
利
点
に
な
る
し
、
事
業
者
の
た

め
に
な
る
と
思
う
。

説
明
し
た
。 

⑴
令
和
６
年
９
月
末
餞
別
金
事
務

取
扱
に
つ
い
て

⑵
令
和
６
年
９
月
末
見
舞
金
等
給

付
状
況
に
つ
い
て

⑶
令
和
６
年
度
中
間
収
支
明
細
書

に
つ
い
て

共
済
事
務
組
合
審
議
事
項

　

大
野
常
務
が
資
料
に
基
づ
い
て

説
明
し
た
。

⑴
新
規
加
入
申
込
者
承
認
の
件 

　

質
疑
は
な
く
採
決
し
、満
場
一
致

で
可
決
さ
れ
た
。閉

会
午
後
８
時
５
分

十
分
だ
と
強
行
採
決
の
よ
う
な

こ
と
は
お
か
し
い
。選
択
肢
を
増

や
す
と
い
う
こ
と
は
理
解
で
き

る
が
、
仮
に
選
択
肢
を
増
や
し
て

も
収
益
は
伸
び
る
の
か
。１
個
の

パ
イ
の
法
則
で
、
奪
い
合
っ
て
い

る
だ
け
な
の
で
は
な
い
か
。

　

質
疑
の
あ
と
採
決
し
、
賛
成
32

名
、反
対
７
名
で
可
決
さ
れ
た
。

＊　

＊　

＊

　

続
い
て
、共
済
事
務
組
合
第
３
回

理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。

共
済
事
務
組
合
報
告
事
項

　

大
野
常
務
が
資
料
に
基
づ
い
て

・
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
、
Ｄ
ｉ
Ｄ
ｉ
を
今
個
人

的
に
や
っ
て
い
る
事
業
者
に
対

し
、
罰
則
の
な
い
扱
い
に
す
る
た

め
と
い
う
単
純
な
趣
旨
な
の
で

は
な
い
の
か
。

〔
主
な
反
対
意
見
〕

・
賞
罰
と
い
う
も
の
は
非
常
に
重
い

案
件
。賞
罰
基
準
を
先
に
改
正
す

る
べ
き
。賞
罰
に
か
か
る
人
を
助

け
る
た
め
に
と
早
く
進
め
る
の

は
、
賞
罰
基
準
そ
の
も
の
が
揺
ら

ぐ
の
で
は
な
い
か
。

・
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
や
Ｄ
ｉ
Ｄ
ｉ
と
い
う
言

葉
を
東
個
協
の
規
約
に
載
せ
る

こ
と
が
分
か
ら
な
い
。載
せ
な
い

方
法
で
や
る
べ
き
だ
。

・
今
ま
で
４
回
話
し
合
っ
た
か
ら
と

て
お
り
ま
す
。

　

受
賞
さ
れ
ま
し
た
皆
様
方
に
お

か
れ
ま
し
て
も
、
タ
ク
シ
ー
に
期
待

さ
れ
る
役
割
と
社
会
的
な
重
要
性

を
認
識
さ
れ
、
他
の
タ
ク
シ
ー
運
転

者
の
模
範
と
な
ら
れ
ま
す
よ
う
、
今

後
も
格
段
の
努
力
を
お
願
い
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。ま
た
皆
様
の
受

賞
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
ご
家
族
の

深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
、
あ
る
い
は

同
僚
の
方
々
の
温
か
い
励
ま
し
や

上
司
の
適
切
な
る
ご
指
導
が
あ
っ

た
も
の
と
思
い
ま
す
。ご
家
庭
並
び

に
職
場
の
皆
様
方
に
対
し
て
も
深

く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。結
び

に
、
本
日
こ
こ
に
受
賞
さ
れ
ま
し
た

皆
様
方
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を

期
待
い
た
し
ま
し
て
、
式
辞
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。本
日
は
誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

受
賞
者
代
表
謝
辞

（
30
年
表
彰
）

荒
川
支
部
　
田
中
映
二
さ
ん

　

本
日
こ
こ
に
東
京
タ
ク
シ
ー
セ

ン
タ
ー
主
催
の
も
と
、
私
た
ち
受
賞

者
の
た
め
に
盛
大
な
る
式
典
を
開

催
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
過
分
な

る
ご
祝
辞
ま
で
賜
り
ま
し
て
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
私
た
ち
が
職
務
を
全

う
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
の
は
、
ご
臨

席
の
皆
様
方
お
よ
び
諸
先
輩
方
の

あ
た
た
か
い
ご
指
導
の
お
か
げ
と

深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
タ
ク
シ
ー
に
あ
た
え

ら
れ
た
公
共
交
通
機
関
と
し
て
の

使
命
で
あ
る
安
心
・
安
全
な
運
送
の

提
供
を
お
約
束
す
る
と
と
も
に
、
高

齢
者
や
障
が
い
者
を
含
め
た
す
べ

て
の
お
客
様
が
快
適
に
タ
ク
シ
ー

を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け
て

研
鑽
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
優
良
運
転
者
の
証
明
で
あ

る
優
良
運
転
者
章
を
誇
り
に
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
お
客
様
か
ら
信
頼
さ

れ
る
タ
ク
シ
ー
と
な
る
よ
う
、
同
僚

運
転
者
の
先
頭
に
立
っ
て
最
大
限

の
努
力
を
続
け
る
こ
と
を
誓
い
ま

し
て
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
お
礼
の

言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

東
京
タ
ク
シ
ー
セ
ン
タ
ー

渡
辺
会
長
式
辞

　

本
日
受
賞
さ
れ
ま
し
た
皆
様
方

は
、
長
い
歳
月
に
わ
た
り
タ
ク
シ
ー

運
転
者
と
し
て
職
務
に
精
励
さ
れ
、

タ
ク
シ
ー
業
務
に
関
し
、
違
反
が
な

く
無
事
故
無
違
反
を
続
け
ら
れ
、
厳

正
な
る
審
査
の
結
果
、
優
良
運
転
者

と
し
て
選
ば
れ
た
１
６
６
５
名
の

方
々
で
あ
り
ま
す
。受
賞
者
の
皆
様

方
は
、
公
共
交
通
機
関
の
一
翼
と
し

て
タ
ク
シ
ー
利
用
者
の
利
便
向
上

と
交
通
事
故
防
止
の
た
め
、
日
々
た

ゆ
ま
ぬ
ご
努
力
を
重
ね
ら
れ
た
優

秀
な
方
々
で
あ
り
、
深
く
敬
意
を
表

す
る
次
第
で
す
。

　

タ
ク
シ
ー
運
転
者
は
、
単
に
目
的

地
ま
で
タ
ク
シ
ー
利
用
者
を
お
送

り
す
る
だ
け
で
な
く
、
身
体
の
不
自

由
な
方
、
荷
物
の
多
い
方
、
外
国
人

の
方
の
接
客
等
に
必
要
と
さ
れ
、
こ

れ
か
ら
も
タ
ク
シ
ー
利
用
者
か
ら

信
頼
さ
れ
る
タ
ク
シ
ー
運
転
者
で

あ
る
た
め
に
も
、
運
転
技
術
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
更
な

る
向
上
が
ま
す
ま
す
必
要
と
な
っ

東
京
タ
ク
シ
ー
セ
ン
タ
ー
　

第
48
回
優
良
運
転
者
表
彰

　

12
月
５
日
（
木
）午
後
２
時
よ
り
、ホ
テ
ル
イ
ー
ス
ト
21
東
京
に
お
い
て
、

東
京
タ
ク
シ
ー
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
第
48
回
優
良
運
転
者
表
彰
式
が
開
催
さ

れ
た
。今
年
の
個
人
の
受
賞
者
は
特
別
表
彰
・
30
年
・
20
年
・
10
年
・
一
般
を

合
わ
せ
て
、３
４
４
名
（
う
ち
東
個
協
は
２
０
１
名
）と
な
っ
た
。表
彰
状

授
与
の
後
、受
賞
者
代
表
と
し
て
田
中
映
二
さ
ん
（
荒
川
支
部
）が
謝
辞
を

述
べ
た
。

20年表彰受賞者を代表して賞状を授与される阿部健治さん（足立第二支部）

訓練に参加した荒川支部の皆さん

緊急医療救護所への連絡は
本番さながらの雰囲気

「緑十字銅章」受章者（敬称略）
◆杉並支部／海老根清 ◆世田谷第二支部／玉澤敏明

◆武三支部／原　禎幸 ◆墨田支部／田中健彦

◆南多摩支部／原島裕信

◆南多摩支部／小山一夫

◆南多摩支部／白木　真

◆南多摩支部／澁谷奈緒

◆南多摩支部／小澤雅一

交通栄誉章「緑十字銅章」受章
　全日本交通安全協会より、令和６年交通栄誉章「緑十字

銅章」優良運転者として東個協から９名が受章された。こ

の章は、多年にわたり交通安全活動に尽力し、抜群な功績

等があった交通安全功労者、優良安全運転管理者及び優良

運転者に対し、その功績に応じて贈られるものである。

（３） ２０２５年（令和７年）１月１日　　　　　東　 個　 協　 ニ　 ュ 　ー 　ス 第５４８号



法律相談は事前の電話予約が必要です
 予約窓口 ０３－３３８４－１３５０（法務部）

 受付時間 平日  午前９時から午後５時まで

東個協顧問弁護士による組合員、若しくは組合員のご家族からの生活
法律相談を無料で受けることができます。完全予約制で相談時間は
1回30分程度です。

無料法律相談のご案内

東個協顧問弁護士
銀座新明和法律事務所　　渡辺　務　弁護士

令和７年 １月 ２１日（火）
 ２月 １８日（火）
 ３月 ２５日（火）

ご予約は支部若しくは組合員より直接下記までご連絡ください。

相談日

個人タクシー会館（中野区弥生町５－６－６）相談場所

大
変
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
女
性
・
会
社
員
）

☆【
世
二
Ｓ
・
Ｎ
】個
人
タ
ク
シ
ー
で

女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
に
お
会
い

し
た
の
は
初
め
て
で
し
た
。と
て
も

丁
寧
な
対
応
と
運
転
マ
ナ
ー
で
、
急

発
進
・
急
ブ
レ
ー
キ
も
な
く
安
心
し

て
乗
車
で
き
ま
し
た
。も
っ
と
女
性

ド
ラ
イ
バ
ー
が
増
え
て
下
さ
れ
ば

と
思
い
ま
す
。（
女
性
・
看
護
師
）

　

苦　

情

★
態
度
と
言
葉
遣
い
が
と
て
も
悪

か
っ
た
。気
分
が
と
て
も
悪
く
な
り

ま
し
た
。（
女
性
・
接
客
業
）

★
近
い
か
ら
な
の
か
、
行
き
先
を

言
っ
て
も
10
秒
位
返
事
な
し
。

「
ア
ー
ク
ヒ
ル
ズ
を
知
り
ま
せ
ん

か
？
」
と
私
が
聞
い
て
、
や
っ
と

「
知
っ
て
ま
す
」
と
返
事
。無
口
で
不

愉
快
で
し
た
。個
人
タ
ク
シ
ー
に
こ

う
い
う
人
多
い
で
す
。

（
男
性
・
会
社
員
）

★
乗
車
し
た
時
か
ら
受
け
答
え
が

悪
い
で
す
。道
を
指
示
し
た
時
も
気

に
入
ら
な
い
の
か
、
文
句
を
言
わ
れ

ま
し
た
。（
女
性
・
自
営
業
）

★
乗
車
し
た
途
端
に
首
を
か
し
げ

返
事
は
な
し
。非
常
に
失
礼
な
対
応

で
し
た
。他
の
乗
客
が
こ
ん
な
目
に

あ
わ
な
い
よ
う
に
記
入
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。法
定
速
度
も
破
っ
て

　

感　

謝

☆【
新
宿
Ｏ
・
Ａ
】乗
車
時
か
ら
と
て

も
親
切
で
、
気
持
ち
が
良
く
、
室
内

の
温
度
も
「
寒
く
な
い
で
す
か
？
」

と
気
を
遣
っ
て
い
た
だ
い
た
お
か

げ
で
、
目
的
地
ま
で
す
ご
く
快
適
に

過
ご
せ
ま
し
た
。今
ま
で
た
く
さ
ん

タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
て
い
ま
す
が
、

こ
ん
な
に
乗
っ
て
い
て
気
持
ち
が

良
い
タ
ク
シ
ー
は
初
め
て
で
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。（
女
性
・
会
社
員
）

☆【
板
一
Ｈ
・
Ｎ
】と
て
も
丁
寧
に
応

対
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。安
心
し
て
乗
せ
て
い

た
だ
き
、
と
て
も
助
か
り
ま
し
た
。

御
礼
ま
で
。ま
た
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。（
女
性
）

☆【
練
馬
Ａ
・
Ｈ
】今
ま
で
乗
っ
た
個

人
タ
ク
シ
ー
の
中
で
も
す
ご
く
丁

寧
で
お
話
上
手
で
し
た
。安
全
か
つ

道
に
も
く
わ
し
く
、
楽
し
く
、
最
後

ま
で
安
心
し
て
乗
車
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。（
女
性
・
自
営
業
）

☆【
墨
東
Ｉ
・
Ｒ
】と
て
も
気
持
ち
の

い
い
対
応
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。１

歳
の
息
子
に
も
に
こ
や
か
に
対
応

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。運
転
も
酔
い

や
す
い
主
人
が

ま
っ
た
く
酔
わ

な
か
っ
た
の
で

と
て
も
良
か
っ

た
で
す
。
日
々

1111
月
の
お
客
様
ご
要
望
カ
ー
ド

月
の
お
客
様
ご
要
望
カ
ー
ド

　

11
月
中
に
ご
乗
車
い
た
だ
い
た
お
客
様
か
ら
届
い
た
「
ご
要
望
カ
ー
ド
」は
17
通
。う
ち
、感
謝
６
通
（
35
％
）、

苦
情
11
通
（
65
％
）と
、苦
情
が
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。

　

掲
載
さ
れ
た
「
ご
要
望
カ
ー
ド
」一
通
一
通
に
込
め
ら
れ
た
お
客
様
の
感
謝
の
言
葉
と
苦
情
の
内
容
に
し
っ
か
り

と
目
を
通
し
、個
人
タ
ク
シ
ー
の
将
来
を
担
う
一
員
と
し
て
の
誇
り
と
向
上
心
を
持
っ
て
日
々
の
業
務
に
勤
し
み

ま
し
ょ
う
。

杉
並
第
二
支
部 

Ｊ
Ｒ
阿
佐
ヶ
谷
駅

　

12
月
２
日
午
後
１
時
30
分
よ
り
、

Ｊ
Ｒ
阿
佐
ヶ
谷
駅
に
て
タ
ク
シ
ー

環
境
美
化
運
動
が
行
わ
れ
た
。東
個

協
杉
並
第
二
支
部
か
ら
星
野
支
部

長
、佐
貝
副
支
部
長
、山
本
理
事
の

３
名
と
都
営
協
西
北
支
部
３
名
の

計
６
名
が
集
ま
っ
た
。

　

阿
佐
ヶ
谷
駅
は
、子
育
て
世
代
が

多
く
暮
ら
す
杉
並
区
に
あ
り
、
駅

周
辺
は
日
中
か
ら
買
い
物
を
す
る

人
々
で
活
気
の
あ
る
駅
で
あ
る
。南

口
駅
前
広
場
に
集
合
し
た
両
支
部

は
、挨
拶
を
交
わ
し
合
う
と
早
速
清

掃
を
開
始
し
た
。ち
ょ
う
ど
美
化
清

掃
活
動
の
当
日
が
今
年
の
駅
前
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
点
灯
式
の
日

だ
っ
た
せ
い
か
、周
辺
に
大

き
な
ゴ
ミ
は
ほ
と
ん
ど
見

当
た
ら
ず
、落
ち
葉
ば
か
り

だ
っ
た
が
、「
少
し
で
も
き

れ
い
に
し
よ
う
」「
今
日
の

点
灯
式
が
気
持
ち
良
く
で

き
る
よ
う
に
」と
、
落
ち
葉

を
集
め
た
り
、周
辺
の
植
え

込
み
の
中
に
挟
ま
っ
て
い

る
ビ
ニ
ー
ル
袋
や
お
菓
子

の
空
き
袋
な
ど
を
丁
寧
に

見
つ
け
て
は
回
収
し
た
。

　

清
掃
の
最
中
に
も
、既
に

電
飾
が
施
さ
れ
た
杉
並
区

の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
わ
れ

て
い
る
「
阿
佐
ケ
谷
の
ア
ケ

ボ
ノ
ス
ギ
」を
見
上
げ
て
立

東
個
協
／
日
個
連
都
営
協 

合
同

個
人
タ
ク
シ
ー
環
境
美
化
運
動

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん

ち
止
ま
る
人
々
の
姿
が
見
ら
れ
、年

末
の
気
配
を
感
じ
ら
れ
る
清
掃
活

動
と
な
っ
た
。

杉
並
第
二
支
部

星
野 

了
支
部
長
談

　

阿
佐
ヶ
谷
駅
は
我
々
の
支
部
で

も
事
業
者
が
よ
く
利
用
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
、日
々
の
仕
事
の
中

で
欠
か
せ
な
い
場
所
で
あ
る
。そ
の

駅
で
活
動
が
で
き
る
こ
と
は
と
て

も
意
義
深
い
と
感
じ
た
。ゴ
ミ
は
落

ち
葉
や
小
さ
な
ゴ
ミ
だ
け
だ
っ
た

が
、人
々
が
利
用
す
る
場
所
を
快
適

に
保
つ
た
め
に
は
、こ
う
し
た
地
道

な
作
業
が
必
要
不
可
欠
だ
と
改
め

て
実
感
し
た
し
、こ
の
活
動
が
地
域

の
魅
力
を
高
め
る
と
同
時
に
、利
用

者
の
皆
様
に
安
心
感
を
与
え
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。ま
た

一
緒
に
参
加
し
た
他
団
体
の
方
々

と
交
流
が
で
き
た
こ
と
も
良
か
っ

た
と
思
う
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
活
動
に
積

極
的
に
参
加
し
、清
掃
活
動
を
通
じ

て
得
た
気
づ
き
を
仕
事
に
生
か
し

な
が
ら
、お
客
様
に
よ
り
良
い
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思

う
。

で
行
っ
て
ほ
し
い
と
伝
え
た
が
、

「
あ
な
た
ひ
ど
い
人
だ
ね
」（
通
り

抜
け
が
で
き
な
い
場
所
だ
っ
た
た

め
）
と
の
の
し
ら
れ
て
、
恐
怖
を
感

じ
た
。「
で
は
、
結
構
で
す
」と
伝
え

た
ら
、「
早
く
言
え
よ
！
」
と
怒
鳴

ら
れ
、
非
常
に
不
快
で
し
た
。ド
ラ

レ
コ
で
確
認
し
て
下
さ
い
。恐
怖
で

タ
ク
シ
ー
に
乗
れ
ま
せ
ん
。

（
男
性
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
）

い
た
の
で
、
身
の
危
険
を
感
じ
ま
し

た
。（
男
性
・
会
社
役
員
）

★
降
車
時
に
で
き
れ
ば
家
の
前
ま

 サービス名：
Sleep Doc
（スリープドック）
 提供元：　サプリム
 SASリスク計測サービス費用：

3,190円（税込）
〈東個協専用受付フォーム〉
右記のQRコードをカメラで読む込
むか、下記のURLに
アクセスして下さい。
http://bit.ly/3WSqkQj

SASが日常生活に及ぼす影響を
わかりやすくするために東個協
ホームページ（組合員向け）に無
料セミナー動画や自己検査テスト
を用意しました。
組合員向けのページを見るとき
は、ユーザー名に「04567」と入力
してください。パスワードの入力は
不要です。
右記のQRコードをカメラで読む込
むか、下記のURLに
アクセスして下さい。
https://l1nq.com/27
BwJ

  いびきをよくかく　  寝ても疲労感が残る　そんな方は

睡眠時無呼吸症候群（ＳＡＳ）の
リスク測定サービスを
受けてみませんか？
 令和７年３月までキャンペーン期間が延長されました！

国民年金基金に加入しましょう
年金基金は基礎の国民年金に上乗せした公的制度で
手厚い年金給付を行う目的でつくられました

駅
前
広
場
周
辺
を
清
掃
す
る
参
加
者

２０２５年（令和７年）１月１日　　　　　東　 個　 協　 ニ　 ュ 　ー 　ス 第５４８号 （４）


